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スモール・イズ・ワンダフル 
 

■「ご近所福祉」をさらに発展させた発想 

千数百世帯という小さな町村からマップづくりを頼まれた。しかもマップづくりの範囲は、いず

れも数十世帯の町内会。そこでスモール社会が助け合いに好都合だと実感した。このあり方を一般

化できないかと考え、今回まとめたのが「スモール・イズ・ワンダフル」（かつて「スモール・イズ・

ビューティフル」＜ＥＦシューマッハー＞というベストセラー本があった）である。興味のある方

は、本研究所のホームページでダウンロードしていただきたい。 

重要なポイントは、いくつかある。私共がこれまで主張してきた発想である「ご近所福祉」をさ

らに発展させた発想である。 

要点をまとめると… 

⑴日本は元来５０世帯の里・郷を社会の基本単位としてきた。マップ作りをした町村は、まさに昔

の日本が、現代にも生き残ったものなのだ。 

私共はここを「ご近所」としてきたが、これを正式な社会の一単位とする以上、それなりのきち

んとした名前を与えるべきではないか。郷や里でもない、新しい感覚で現代風の名称を。 

⑵５０世帯ごとのスモール・コミュニティづくりが意外や、今の超高齢社会を救うことになりそう

だ。どうしてか？ コミュニティづくりに、現代特有の課題が生まれている。住民のかなりの数が

要援護者であり、その人たちへの対応が先決なのだ。 

⑶これまで各所で述べてきたように、要援護者はその心身の状態から、「ご近所」を出ることは困難

だ。そこで自立生活をしたいと言っている。これに応えて、福祉のご近所を最優先で作らねばな

らない。 

しかも、福祉のめざすものが変わってきた。ただの安全保持でなく、住み慣れた土地で「その人

らしく」生きていけるようにすることである。要介護になっても豊かな生活がご近所でできるよ

うにすることが、福祉の目標になった。 

⑷そのためには、豊かな生活に必要な、趣味やふれあい、健康づくり、ボランティア、仕事などを

足元のご近所で充足できるようにしなければならない。そこで、地域に散らばっている豊かさ資

５０世帯のご近所を中核に、福祉システム全体のスモール化を 

夢通信 
第９号（2018／4／2） 

住民流福祉総合研究所（木原孝久） 

埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷１４７６－１ 

http://juminryu.web.fc2.com/ 



 2 

 

源を、ご近所に移行させねばならない。とともに、それらを実行している人材もご近所に戻って

きてもらう。または、新たにご近所版をつくる。趣味グループも、健康づくりグループも、ボラ

ンティアグループも、サロングループも、シルバー人材センターも。老人クラブもご近所組織を

作る。公的サービスもご近所毎のサービスに分解する。 

⑸これはつまり、健常者もまたご近所で豊かな生活ができるということだ。今までは趣味や健康づ

くりなど、目的別に、市の中心部などにある専門のセンターまで行かねばならなかった。それが、

足元に豊かになるためのあらゆる手段が整えば、きわめて都合がいい。結果として、要援護者も

健常者も、ご近所で共に豊かに生き合うことが可能になる。「豊かに生き合い」こそ、助け合いの

本当の目的だった。助け合い自体が目的のように見えるが、そうではない。目的もなくただ「助

け合いなさい」というから住民は乗り気でなくなる。共に豊かに生きるために助け合うのだと思

えば、納得できる。 

⑹そのためには、それらの豊かさを実現するためのグループが、要援護者も仲間に入れてあげる必

要がある。それが容易でなければ、要援護者の受け入れを働きかけたり、支援する人材が必要だ。 

⑺住民がご近所に戻ってくれば、助け合いに有利な条件が揃う。当事者も足元で助け手を豊富に確

保できる。世話焼きさんも、今まで以上に対象者と接近することで活動しやすくなる。 

⑻ご近所を充実させるだけでなく、一つのコミュニティ自体をスモール化する必要もある。数万世

帯の市町村を一単位とするのでなく、せいぜい校区（それも数百世帯程度）を一単位とし、その

傘下にある１０以内のご近所をバックアップする。行政のシステムに抗うことはない。裏システ

ムとみなせばいい。 

⑼こうして地域福祉の全体をスモール化するとともに、私たちもスモール感覚を身に付ける必要が

ある。 

⑽条件の揃ったスモール町内会があれば、とりあえずはそこから始めよう。どの市町村にも、そう

いうスモール町内会があるはずだ。 

 

「両刀遣いで免許皆伝」－やっぱり… 

 

■「どうされたのですか？」に不愉快な顔をされた。なぜ？ 

 この数十年、心の中に引っかかっていたことがある。私が５０代の頃だったか、都内の某所のエ

レベーターでたまたま乗り合わせたのが福祉界の大御所と言われていたＡ氏だった。挨拶をする以

前に、彼の顔を見てびっくりした。頬がげっそり削ぎ落ち、明らかに何らかの病気を抱えている、

または抱えていたものと推測された。思わず私の口から発せられた言葉は、「どうされたのですか？」

当事者の体験をするほど助けられ上手に 
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だった。むろん彼の健康を案じての言葉であったが、彼はいかにも不快そうな顔をした。私もそれ

以上、何を言ったらいいのかが分からず、二人は無言のままエレベーターを後にした。 

 私の言ったこと、あるいは取った行動の何が彼の気に障ったのかが理解できないまま、数十年が

経過した。 

７０代になった私は最近立て続けに、私が彼に言ったのと同じ言葉を、見知らぬ人からぶつけら

れる体験をした。講演に出向いた折、帰り際に受講生から、というのが多い。「どうしたんですか？」

「大丈夫ですか？」－私にとっては、かなり唐突な感じがした。なぜなら、自分では、見知らぬ人

からそんなことを言われるほど不健康な状態ではないつもりなのだ。別に頬も削げ落ちてはいない。

私は当惑し、体の芯が崩れ落ちていく気がしたものである。 

相手は私のことを心配してくれているのはわかっている。さりげなく気遣われると、有難いとも

思う。だが、面と向かってこう言われると、そのことの有難さを全く感じないのが不思議だった。

逆に不快な気分が盛り上がってきた。 

 なるほど、Ａ氏が見せた不快な顔は、こういう経験をした人のそれだったのだ。嘘でもいいから、

「いやぁ、いつまでも元気ですね。何か秘訣があるんですか」と言われた方が嬉しい。それは、私

がこの年になってみて、初めて感じることなのだ。 

 

■助け合いの極意がわかるために大切なのが、助けられの体験 

 このほどアクティブ・シニアのセミナーで講演した。コンセプトは「シニアがシニアを支える」。

老人クラブ主催で、受講生の平均年齢は私と同じだと聞いた。その冒頭で、私はこの話を持ち出し

た。みなさんの強みは、人の情けを受ける年になった点ではないかと私は言った。どういう情けを

受けたら喜び、または傷つくかを知っている。そういう世代から、本当のやさしさ、思いやりが滲

み出るのだ。 

「両刀遣いで免許皆伝」という言葉を、私はよく使う。「助け」と「助けられ」の両方の体験をする

ことで初めて、助け合いの極意がわかるということだ。特に大事なのが、「助けられ」の体験だ。助

けられた時に不快に感じた時、私が担い手になったらそういうことはすまいと、心に決める。また、

同じ立場の人たちの心がわかる。要援護の状態になったら、どうしてもらいたいのかもわかる。だ

からある意味、福祉が分かるということは、当事者の側にどれだけ立ったことがあるかで測られる

のかもしれない。 

 住民流の根幹をなすものは「当事者主体」だと私は言うが、これだけでは何のことかわからない。

言ってみれば、当事者としての悩み、苦しみ、屈辱、願望などもろもろの感情を体験しながら、ど

こまでも当事者の側から福祉を考えるということなのだ。 
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２種類の「住民」がいた！ 
 

■「住民主導はもう実現している」－ホント？ 

 住民流を語る時、「住民主導」という言葉を使う。しかしこれならすでに実現されているではない

かという疑問が生じる。町内でも、地区段階でも、住民が主導して様々な福祉活動をしている。今

更「住民主導」などと言わなくても、現実はそうなっているではないかと。だが「住民」は、活動

の仕方で大きく２種類に分けられるのだ。 

 

■関係者流と住民流 

 下の図のように、関係者流のやり方を取っている住民を関係者流住民、住民流のやり方を取って

いる人を住民流住民としてみよう。 

 例えば自治区で活躍するボランティアやＮＰＯ、地区社会福祉協議会のリーダーなどは、ほとん

ど関係者流で行動しているので、関係者流住民と言える。 

 

 

 

 

 

 

■「当事者」も「住民」も共にご近所にいた！ 

では住民流住民は、どこにいるのか。大雑把に言えば「ご近所」に最も多くいる。では、ご近所

とはどこにあるのか。 

 

 

 

 

 

地域は４つの圏域からできている。関係者が認めているのは第３層までで、推進者は主として第

１層の福祉センターあたりにいて、推進組織を立ち上げ、ここからニーズを推測し、それに対応し

「関係者流住民」と「住民流住民」－あなたは？ 

推進者主導 

担い手主導 

住民主導 

当事者主導 

関係者流住民         住民流住民 

第４層 

ご近所 

第３層 

自治区 

第２層 

校区 

第１層 

市町村 
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たサービスを作り、担い手を養成し、組織化したりする。そして「ニーズがあればこちらへ来てく

ださい」と言っている。 

 一方の当事者は、第４層の「ご近所」にいて、そこからニーズを発信している。しかし関係者は

ご近所から離れたところにいるので、この声は聞こえない。 

しかしよくしたもので、ご近所には世話焼きさんという人材がいる。彼らは第３層では広すぎて、

活動しにくいと思っている。ご近所では、当事者と人材が共に暮らしているのだ。この世話焼きさ

んこそが「住民流住民」の性格を色濃く持っている。 

 

■上層へ遡るほど「住民」でなくなっていく？ 

 この圏域を上層に遡るほど、「住民」の影は薄くなっていく。ご近所では多くの人が「住民流」を

体現しているはずなのに、彼らが上層に出かけていくにつれて「住民」の性質を失っていき、推進

者と同じやり方をとるようになる。 

 なぜそうなってしまうのか。上の層には当事者が不在だから、推進者も担い手も当事者に直接接

触する機会はない。住民流の主役は当事者だが、その当事者と接触しないので、推進者や担い手の

視点でサービスを作ってしまうのだ。 

 

「ここだけの話ですが…」 
 

■「ここだけ」の「ここ」にはいろいろな範囲がある 

「ここだけの話ですがね」―内緒話をする時の枕詞である。これはどういう意味かといえば、「ここ

だけ」に限って話します、それより外の人たちには聞かせない、ということだろう。 

「ここだけ」の「ここ」にはいろいろな範囲がある。その会場に集まった人たちとか、家族や親族

だけとか、クラスの中だけとか、班内、町内など、いろいろある。その場合、そこで話される話は、

その中の人たちだけのプライバシーということができる。大抵の場合のプライバシーとは、家族だ

けしか知らないことで、よその人には聞かせない、知らせない、知られては困る、という話である。 

 

■班ごとマップはなぜうまくいっている？ 

 しかしプライバシーはそれだけではない。その組（班）の中だけのプライバシーというのもある。

そこで私たちは「班ごとマップ」というのを提案している。 

町内単位でマップを作ると、自分のプライバシーが侵される心配があるということで、なかなか

マップづくりができない。だからそれはあきらめて、代わりに、班ごとにマップを作るのだ。班内

バウムクーヘン型プライバシーという発想 
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でも自分のことを知られたくないという人もいるかもしれないが、この範囲では既に互いのことは

おおよそ知られてしまっているし、だからこそ、困った時に助けてもらえるのである。逆に、知っ

ていてもらわなければ、災害の時も助けてもらえない。というわけで、班ごとマップはうまくいっ

ている。  

 

■二階幹事長の怒りに一理あるとすれば… 

 さて、話はまだ続く。どうやら、プライバシーというのは、バウムクーヘンのように層になって

いるのではないか。いちばん内側が家族・親族のプライバシー。次が向こう三軒両隣のプライバシ

ー。お隣さんには、どうせ知られてしまっているし、まあ仕方がないかという範囲。その次がご近

所。ちょっと範囲が曖昧になるが、数十軒の範囲。次が友人・知人の間のプライバシー。これはし

ょっちゅう使われている「俺たちだけしか知らないこと」で「他の人には言わない」という暗黙の

ルールがある。それから、グループ内のプライバシー。次の話はこのレベルでのプライバシーの問

題だ。 

 以前、東日本大震災を巡る失言で、今村雅弘氏が復興相を辞任した。この件で、彼の親分の二階

幹事長が「政治家が何か話したらマスコミが余すところなく記録を取って、一行でも悪い所があっ

たらすぐ首を取れとはなんちゅうことか」と述べたという（読売新聞）。そして彼はこう付け加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そんな人は初めから排除して（会場に）入れないようにしなきゃダメだ」。 

 人によっては、反省の色も見せない、部下をただかばうだけの二階氏に不可解さを感じた人もい

るのではないか。 

 

■「部外秘」の会合にすべきだったかも 

彼にも言い分がある（と本人は思っている）。今村氏が語ったのは、グループ内の仲間に対してであ

って、それ以外の人たちに聞かせる意図はなかった。つまり二階氏の派閥内のプライバシーだった。

そこで「ここだけの話」がゾロゾロと出てきた。その内緒話を外部の者たち（マスコミ）が、「聞い

家庭内 

ご近所 

グループ内 

知人・友人間
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ちゃった」とばかりに報道してしまった。ルール違反だと二階氏は憤慨しているのだ。 

 マスコミの言い分もあるだろう。公職にある者は、どの場であろうと、その発言には責任が伴う

ものであり、そんなバウムクーヘン型のプライバシー論なんか知ったことではない、と。 

 そう言われれば、ひとたまりもないが、凡人の私たちは、「ここだけの話」を喋りまくっている。

特に家庭内では、お互いにかなりやばい話をしているのではないか。深く考えずに差別的な言葉を

使うこともあるだろう。 

 二階氏の言っていることを、彼の側から読み直してみたら、彼の言うとおりに、「部外秘」の会合

にすべきだったかもしれない。部外者は入れない。そこでは派閥内の仲間だけに語っていい、やば

い話も出てくるが、誰はばかることなく語れる。「派閥の仲間だけのプライバシー」という主張を、

きちんと実行すべきだったかもしれない。 

例えば首相番記者と本人との懇談会があるそうだが、ルール作りがしっかりできているからか、

そこで出てきた首相のやばい発言は絶対に表沙汰にはなっていない。ルールが守られている。 

 

■文明対文化風土の対決？ 

 マスコミ対国会議員の対決というのは、うがった言い方をすれば、文明対文化（風土）の対決と

みていいかもしれない。国会議員といえば、日本の文化風土を体現したような人物ではないか。そ

こでは「バウムクーヘン型のプライバシー論」が依然として残っている。 

一方で、マスコミは文明だ。日本の文化・風土など関係ない。バウムクーヘン型プライバシーも

認めない。そうやって、議員に貼りついてはネタになる失言を待っている。「長靴が売れたんじゃな

いの」といった、ぶら下がりでの発言もしっかり拾う。この闘いは、まだしばらくは続きそうだ。 

＜注＞本稿は月刊誌「住民流福祉」に以前、掲載されたものですが、これからもこの発想は広く使えるとみて、本

誌にも転載することにしました。 

 

「株式会社 ニート」！ 
 

■セルフヘルプ・グループの活動をフローチャートにしたら 

 いわゆるニートと言われる人たちがグループを作って、なんと株式会社を作ったと話題になって

いる。最近セルフヘルプ・グループが爆発的に広がっているという話を本研究所もあらゆる機会に

紹介しているが、これがさらに進化を遂げているようである。セルフヘルプ・グループの活動を簡

単にフローチャートで示すと、以下のようになる 

 

セルフヘルプ・グループがさらに進化 
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①自分に問題が生じた。 

②自分で何とかできないか、考え、実行してみる。 

③自分の問題をオープンにする。 

④誰か私を助けてくれる人はいないか？ 

⑤同じ問題を抱えた人はいないか？ 

⑥彼らとグループを作り、助け合う。 

⑦他の仲間たちを支援するとともに、同種・異種のグループとも連携する。 

⑧社会に問題提起する。制度作りなどの提案も。 

 

■特異な状態・生き方を活用して、新しい価値を生み出す 

 ところで新しい進化の兆候は、この中のどこから生まれているか。 

⑴まずは、③自分の問題をオープンにする、という段階で、本人の心にある変化が生じていると

みられる。自分の問題をマイナスに捉えるのでなく、それを淡々と受け入れようとする。卑下する

のでもなく、誇りに思うわけでもない。 

 ⑵次の段階は、グループを作った時点で生まれる。自分たちが抱えているのは、「問題」ではない。

これは私たちだけが備えている特異な状態・生き方、しかも正常な状態なのだ。 

 ⑶最後は、⑥、➆、⑧といった行動に発展している間に、次の段階が生まれてくる。私たちが持

っている特異な状態・生き方をうまく活用して、新しい価値を生み出そうというのである。ちょう

ど障害者の世界で生まれているように、障害を障害とみるのでなく、その障害の特性を生かして新

しい能力を開発し、それを生かした社会的価値、具体的には「仕事」を生み出す。 

 このようにして、セルフヘルプ・グループの広がりは、単に同じ問題を抱えた人たちが連帯する

というだけでなく、問題に新しい光を当てて、そこから今までにない社会的な価値を生み出す運動

の広がりとみるべきかもしれないのだ。 

 

■別の問題からもそれぞれ、新しい価値逆転の試み 

 今までは、「ニート」といえば、社会問題であり、その問題解決のために社会全体のエネルギーが

使われてきたのだが、それが逆転して、新しい価値となれば、そこから雇用も生まれるし、それと

入れ替わるように「問題」が消えていくという、二重の成果が得られる。 

 今までこういう視点が社会に生まれ出なかったのは、専ら、その問題の当事者ではない、いわば

他者の側からのみ問題を見ていたからだろう。今、当事者が当事者の立場から自分の問題を見直し、

そこから価値逆転という今でできなかった視点を持ち込んだ。当事者発の意義はこんなところにあ

るのではないか。 
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これから、ニートに限らず、別の「問題」からもそれぞれの立ち位置から、新しい価値逆転の試

みが広がっていけば、素晴らしい発想が次々と生まれてくるかもしれない。「精神障害を抱えながら

カウンセラーになりたい人の会」というのがある。ここからもカウンセリングの世界に新しい息吹

が投入されるかもしれない。「認知症本人の会」が認知症対策にもたらした効果だけを見ても、この

動きの可能性がわかるというものである。 

 

「甘え上手になろう！」 
 

■マップづくりで見つかった、２つの「気になるケース」 

 先日、ある社協の依頼で行ったマップ作りの実演。例によって、数十世帯のご近所を選び、数名

の住人と一緒に実施したのだが、この中でマップづくりの新しい効用に気づいた。 

 

■「誘ってくれればサロンへ行く」とデイサービス利用の一人暮らし女性 

 きっかけになったのは、そのご近所内の２つのケースだ。１つは一人暮らしの女性。デイサービ

スに通っているが、ご近所で開かれているサロンにも参加している。普通なら数分で来られる距離

を、彼女は１時間もかけて手押し車でやって来る。大変な努力で、参加者もその意欲に敬意を払っ

ている。彼女は自分の意思で来ているのかと聞くと、そのようでいて、そうでもない。微妙なのだ。    

一体どういうわけなのか。サロンが近づくと、「誰か誘ってくれないかな」とつぶやくのである。

それならばと、周囲の３人が誘いをかけていた（マップ上では、周囲の３人から彼女の家へ線が引

かれる）。甘え上手だなと、みんなが好感を持って彼女の姿勢を評価していた。甘え上手ではあるが、

私を車に乗せて行ってくれとは言わない。自力で、１時間もかけてやって来ているのだ。 

 

■妻を介護の男性。食事作りに「くたびれた」が、助けは求めない 

 さて、このご近所では、気になる人がもう一人いた。老々世帯で、夫が要介護の妻を介護してい

る。と言っても、介護そのものは必要なく、毎日の食事作りが彼の役割だが、この頃「（食事作りも）

もうくたびれた」、と馴染みの男性民生委員が訪れるたびに愚痴っている。配食などのサービスを提

案しても、「自分で作る」と言い張る。 

「くたびれた」と言うだけあって、家の中はほとんどゴミ屋敷状態。そこで民生委員は、訪問する

たびに、せめてと庭の片付けから手伝い始めた。そして少し空間ができたところに、少しばかりの

畝を作ってあげたら、妻がキュウリやナスの苗を植えるようになった。楽しみがなく退屈していた

妻の顔に笑顔が戻り始めた。 

マップづくりの中で、正しい福祉のあり方に目覚める 



 10 

 これらのほとんどは、懇意にしている民生委員が一人でやっていることだ。彼には心を開き、善

意も受け入れる。だが、これでは民生委員は大変だ。当事者がもっといろいろな人の善意も受け入

れてくれると、民生委員ももっと楽になる。 

 

■誰からともなく言い始めた「甘え上手になろう」運動をしようと 

 ２つのケースを比較対照していて、誰かがぽつりと言った。「（当事者が）甘え上手だといいんだ

がな」。そうか、甘え上手になろうという運動をすればいい。そんな雰囲気がマップ作りの場から生

まれてきた。 

極めて大事なポイントが、参加者の共通認識となった。これを主宰者が、ただ理屈として説いて

も、頭には入るかもしれないが、心の中にまでは入らないだろう。こうして、マップ上で、２つの

ケースを見比べているうちに、それが参加者の共通理解になった。マップの効用とは、こういうも

のなのかもしれない。 

 


